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市
民
の
た
め
に
安
定

し
た
財
政
運
営
を
！

　
　

年
度
一
般
会
計
予
算
案
に

２９
つ
い
て
、
賛
成
の
立
場
か
ら
意

見
を
申
し
述
べ
る
。

　
　

年
度
施
政
方
針
に
お
い
て
、

２９
「
東
久
留
米
市
を
取
り
巻
く
社

会
環
境
は
、
引
き
続
き
大
変
厳

し
く
、
多
岐
に
わ
た
る
懸
案
課

題
を
抱
え
て
お
り
ま
す
。
市
長

と
し
て
、
将
来
に
わ
た
り
持
続

で
き
る
市
政
、
安
定
し
た
市
政

に
向
け
て
、『
未
来
へ
の
責
任
』

を
根
底
に
持
ち
、『
現
場
主
義
』

の
基
本
姿
勢
で
『
夢
と
希
望
の

持
て
る
元
気
な
ま
ち
』
を
目
指

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。　

年
度

２９

は
健
全
な
財
政
運
営
と
持
続
的

成
長
の
好
循
環
が
図
れ
る
よ
う

に
、
力
強
く
着
実
に
事
業
を
展

開
し
、
確
固
た
る
も
の
に
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
さ
に
好
循
環
に
向
け
て
活
動

す
る
年
で
あ
り
ま
す
」
と
述
べ

必
要
な
予
算
確
保
へ

丁
寧
な
説
明
を
！

　

並
木
市
長
に
と
っ
て
任
期
最

後
の
予
算
と
な
る　

年
度
一
般

２９

会
計
に
つ
い
て
は
、　

億
６
１

４１２

０
０
万
円
で
、
過
去
最
高
の
予

算
規
模
と
な
っ
た
。

　

予
算
規
模
拡
大
の
要
因
と
し

て
、
社
会
保
障
経
費
の
自
然
増

が
あ
る
こ
と
に
加
え
、
重
点
施

策
に
位
置
付
け
て
い
る
子
育
て

支
援
策
の
充
実
に
向
け
、
子
育

て
関
連
経
費
は
総
額
で　

億
円

１２

ほ
ど
増
加
、
５
億
を
超
え
る
一

般
財
源
を
新
た
に
投
入
し
て
い

る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　

具
体
的
に
、
待
機
児
対
策
と

し
て　

年
度
は　

名
、　

年
度

２９

１５２

３０

に
向
け
て
は　

名
の
増
員
を
予

２４０

定
し
て
お
り
、
社
会
保
障
や
待

機
児
解
消
と
い
っ
た
喫
緊
の
課

て
い
る
。

　
　

年
度
の
予
算
編
成
に
つ
い

２９
て
は
、
取
り
崩
し
た
財
政
調
整

基
金
を
経
常
的
経
費
に
充
当
し

て
お
ら
ず
、
ま
た
、
プ
ラ
イ
マ

リ
ー
バ
ラ
ン
ス
も
保
た
れ
て
お

り
、
財
政
健
全
経
営
計
画
（
実

行
プ
ラ
ン
）
で
掲
げ
た
財
政
規

律
は
保
持
し
た
予
算
と
な
っ
て

い
る
。

　

重
点
施
策
と
財
政
規
模
の
拡

大
に
つ
い
て
は
、
重
点
施
策
に

係
る
予
算
を
図
り
つ
つ
も
、
最

低
限
必
要
な
予
算
を
組
織
横
断

的
に
配
分
で
き
る
よ
う
に
努
め

て
い
る
。
財
政
規
模
が
拡
大
し

た
要
因
に
つ
い
て
は
、
後
期
高

齢
者
人
口
が
引
き
続
き
増
加
し

て
お
り
、
そ
れ
に
伴
う
医
療
・

介
護
に
関
わ
る
社
会
保
障
関
係

経
費
の
自
然
増
が
あ
る
こ
と
に

加
え
、
重
点
施
策
に
位
置
付
け

て
い
る
子
育
て
支
援
の
充
実
策

に
向
け
、
新
年
度
予
算
で
は
子

ど
も
家
庭
部
関
連
は
５
億
円
を

超
え
る
一
般
財
源
を
新
た
に
投

入
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
は
東

久
留
米
市
の
未
来
へ
の
投
資
と

し
て
意
義
が
あ
る
も
の
と
考
え

て
い
る
。

　

民
生
費
の
推
移
と
今
後
の
見

通
し
に
つ
い
て
は
、
こ
の
５
年

間
の
推
移
に
着
目
す
る
と
、
児

童
福
祉
費
の
伸
び
が
民
生
費
全

体
の
伸
び
に
大
き
く
影
響
し
て

い
る
。
今
後
の
民
生
費
の
推
移

に
つ
い
て
は
、
子
育
て
支
援
策

の
拡
充
に
加
え
、
東
久
留
米
市

公
共
施
設
白
書
で
は
、
後
期
高

齢
者
人
口
が
今
後　

年
近
く
は

１５

増
加
し
続
け
る
と
推
計
し
て
お

り
、
当
面
、
民
生
費
は
増
加
し

続
け
る
こ
と
を
想
定
せ
ね
ば
な

ら
ず
、
国
等
に
よ
る
抜
本
的
な

財
政
対
策
が
必
要
に
な
る
と
考

え
て
い
る
。

　
　

年
度
一
般
会
計
予
算
案
は
、

２９
過
去
最
大
規
模
と
な
る　

億
６

４１２

１
０
０
万
円
と
な
っ
て
い
る
が
、

保
育
園
・
学
童
保
育
の
待
機
児

童
解
消
対
策
、
児
童
館
事
業
、

高
齢
者
施
策
な
ど
東
久
留
米
市

の
将
来
に
向
け
て
の
重
要
案
件

が
多
く
組
み
込
ま
れ
て
い
る
、

題
へ
の
対
応
と
し
て
理
解
す
る
。

今
後
も
保
育
園
の
待
機
児
解
消

を
計
画
的
に
進
め
る
と
と
も
に
、

市
立
保
育
園
へ
の
民
間
活
力
の

導
入
を
進
め
る
よ
う
求
め
る
。

　

歳
入
で
は
、
市
税
が　

年
度

２８

当
初
と
比
べ
微
増
で
あ
る
が
、

主
な
一
般
財
源
と
し
て
の
地
方

譲
与
税
、
地
方
交
付
税
、
税
連

動
交
付
金
は
全
て
減
少
し
て
い

る
。
歳
出
で
は
、
特
別
会
計
繰

出
金
を
含
む
社
会
保
障
関
係
費

は
引
き
続
き
増
加
し
て
お
り
、

歳
出
予
算
に
お
け
る
民
生
費
の

構
成
比
は　

％
を
超
え
、
対
前

５５

年
度
比
は　

％
の
増
。
こ
う
し

４.４

た
状
況
に
対
応
す
る
た
め
財
政

調
整
基
金　

億
３
２
９
８
万
円

１２

を
繰
り
入
れ
て
い
る
。
年
度
当

初
の
財
政
調
整
基
金
の
残
高
は

　

億
６
８
７
１
万
１
０
０
０
円

２１と
な
り
、
財
政
健
全
経
営
計
画

（
実
行
プ
ラ
ン
）
に
示
す　

億
２０

円
を
確
保
し
て
い
る
。
ま
た
、

プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
も
維

持
で
き
た
こ
と
は
一
定
評
価
す

る
が
、
臨
時
財
政
対
策
債
は　
１７

億
８
０
０
０
万
円
と
限
度
額
い

っ
ぱ
い
を
計
上
し
て
お
り
、
今

後
、
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

へ
の
対
応
も
必
要
に
な
る
こ
と

を
考
え
る
と
、
ま
す
ま
す
厳
し

い
財
政
状
況
に
な
っ
て
い
く
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
。
歳
入
確
保
、

歳
出
削
減
に
向
け
て
、
行
財
政

改
革
を
し
っ
か
り
進
め
て
い
く

こ
と
を
求
め
る
。

　

個
別
の
案
件
に
つ
い
て
は
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
活
用
し
た
コ

ン
ビ
ニ
で
の
各
種
証
明
書
の
発

行
、
街
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
、
通
学

路
の
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
、
在
宅

医
療
・
介
護
連
携
の
充
実
、
認

知
症
対
策
、
放
課
後
子
供
教
室

の
効
果
的
・
効
率
的
な
運
営
体

制
の
確
立
、
学
力
調
査
の
見
直

し
に
よ
る
学
力
ア
ッ
プ
な
ど
、

施
策
の
検
討
、
事
業
の
着
実
な

取
り
組
み
を
期
待
す
る
。

　

ま
た
地
方
創
生
推
進
交
付
金

は
新
児
童
館
建
設
な
ど
に
も
充

て
ら
れ
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。

　

以
上
の
意
見
を
付
し
一
般
会

計
予
算
案
に
つ
い
て
賛
成
す
る
。

　

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予

算
案
は
、　

年
度
の
取
り
組
み

２８

な
ど
が
評
価
さ
れ
た
こ
と
を
受

け
、
引
き
続
き
イ
ン
セ
ン
テ
ィ

ブ
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
見

通
し
で
あ
る
。
一
般
会
計
か
ら

の
繰
り
出
し
に
つ
い
て
も
、
１

人
当
た
り
の
金
額
は　

市
中
一

２６

番
低
い
額
に
抑
え
ら
れ
る
見
通

し
で
あ
る
。
繰
り
入
れ
が
減
額

で
き
た
こ
と
で
市
民
サ
ー
ビ
ス

へ
の
予
算
確
保
が
可
能
に
な
る
。

　

以
上
の
意
見
を
付
し
て
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
案
に
つ
い

て
賛
成
す
る
。

　

そ
の
他
３
特
別
会
計
予
算
案

に
は
特
に
意
見
を
付
す
こ
と
な

く
賛
成
す
る
。

　

予
算
特
別
委
員
会
は
、
議
長

を
除
く
全
議
員
で
構
成
し
、
篠

宮
正
明
委
員
長（
自
民
ク
ラ
ブ
）、

三
浦
猛
副
委
員
長
（
公
明
党
）

の
下
で
慎
重
に
審
査
を
行
い
ま

し
た
。

　

委
員
会
で
は
、　

年
度
の
補

２８

正
予
算
案
の
審
査
の
後
、　

年
２９

度
当
初
予
算
案
の
総
括
説
明
お

よ
び
こ
の
説
明
に
対
す
る
質
疑

を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
歳

出
を
中
心
と
し
た
審
査
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
　

年
度
予
算
編
成
に
当
た
っ

２９
て
は
、
重
点
施
策
と
し
て
、
行

財
政
改
革
の
推
進
、
生
活
の
快

適
性
を
支
え
る
ま
ち
づ
く
り
、

子
ど
も
が
健
や
か
に
生
ま
れ
育

つ
こ
と
へ
の
支
援
、
活
力
あ
る

学
校
づ
く
り
の
４
施
策
を
掲
げ

て
い
ま
す
。

　

基
本
方
針
と
し
て
、
陰
歳
入

の
確
保
に
つ
い
て
は
、
国
お
よ

び
都
の
補
助
制
度
そ
の
他
の
特

定
財
源
の
積
極
的
活
用
を
図
る

こ
と
な
ど
、
隠
歳
出
削
減
に
つ

い
て
は
、
財
政
健
全
経
営
計
画

（
実
行
プ
ラ
ン
）
に
示
し
た
事

項
の
確
実
な
実
施
お
よ
び
補
助

金
制
度
の
整
備
、
事
務
事
業
評

価
を
も
と
に
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で
見

直
す
こ
と
、
普
通
建
設
事
業
に

つ
い
て
は
、
公
共
施
設
等
総
合

管
理
計
画
お
よ
び
施
設
整
備
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
策
定
状
況
を
踏
ま

え
た
計
画
的
な
事
業
化
と
、
都

市
計
画
施
設
の
建
設
・
改
修
で

都
市
計
画
税
の
充
当
を
図
る
こ

と
な
ど
が
掲
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

平
成　

年
度
一
般
会
計
予
算

２９

案
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ　
４１２

億
６
１
０
０
万
円
で
、
前
年
度

比
６
億
９
５
０
０
万
円
、　

％
１.７

の
増
で
あ
り
、
４
特
別
会
計
予

算
案
と
合
わ
せ
た
総
額
は
、　
７０５

億
８
３
８
０
万
６
０
０
０
円
、

前
年
度
比
９
億
４
９
０
０
万
９

０
０
０
円
、　

％
の
増
と
な
り

１.４

ま
し
た
。

【
委
員
会
で
の
総
括
説
明
に
対

す
る
質
疑
か
ら
】

質
問 
一
般
会
計
当
初
予
算
が

増
加
し
た
要
因
は
。

市
長　

後
期
高
齢
者
人
口
の
増

加
と
そ
れ
に
伴
う
医
療
・
介
護

に
係
る
社
会
保
障
経
費
の
自
然

増
に
加
え
、
子
育
て
支
援
策
の

充
実
に
向
け
て
、
５
億
円
を
超

え
る
一
般
財
源
を
投
入
し
、
子

育
て
関
連
経
費
で
総
額　

億
円

１２

ほ
ど
増
加
し
て
い
る
状
況
が
要

因
と
考
え
る
。

質
問 
財
政
調
整
基
金
に
つ
い

て
、
今
後
の
展
望
は
。

市
長　

経
常
的
に　

億
円
の
確

２０

保
を
目
指
し
て
ま
い
り
た
い
。

　

平
成　

年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
案
（
第
９
号
）
お
よ
び
３
特
別
会
計
補
正
予
算
案
、
平
成　

２８

２９

年
度
一
般
会
計
予
算
案
お
よ
び
４
特
別
会
計
予
算
案
は
、
予
算
特
別
委
員
会
で
５
日
間
に
わ
た
り

審
査
さ
れ
ま
し
た
。
３
面
上
段
で
は
委
員
会
で
の
審
査
の
概
要
を
、
４
・
５
面
上
段
で
は
歳
出
を

中
心
と
し
た
主
な
質
疑
の
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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自
民
ク
ラ

自
民
ク
ラ
ブブ

公

明

公

明

党党

市
民
の
た
め
の
予
算
と
な
っ
て

い
る
。

　

以
上
の
理
由
か
ら
、　

年
度

２９

一
般
会
計
予
算
案
に
つ
い
て
賛

成
す
べ
き
も
の
と
考
え
る
。

　

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢

者
医
療
・
介
護
保
険
・
下
水
道

事
業
の
４
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一般会計および特別会計予算額
当初予算額

会計
増減率２８年度２９年度
１.７％４０５億６６００万円４１２億６１００万円一般会計
０.９％２９０億６８７９万７千円２９３億２２８０万６千円特別会計
△２.３％１５１億８５１６万円１４８億３２９０万８千円国民健康保険特別会計
４.８％２７億２０６４万３千円２８億５１３５万６千円後期高齢者医療特別会計
４.１％８２億３９７４万８千円８５億７３８７万円介護保険特別会計
４.８％２９億２３２４万６千円３０億６４６７万２千円下水道事業特別会計
１.４％６９６億３４７９万７千円７０５億８３８０万６千円合計

※△はマイナスを表します

予算案に対する各会派予算案に対する各会派のの
意見表明・賛否討論（要旨意見表明・賛否討論（要旨））

　３面から５面の上段に掲載した予算特別委員会の審査を経て、２７日の本会議
で予算案に対する各会派の意見表明・賛否討論が行われました。３面から５面
の下段で要旨を掲載します。各会派の賛否は８面をご覧ください。

基金の状況
備考増減額平成２８年度末

現在高見込
平成２９年度末
現在高見込区分

繰入金
１２億３２９８万円△１２億３２２９万２千円３４億１００万３千円２１億６８７１万１千円財政調整基金

１千円３２万３千円３２万４千円減 債 基 金
△２億６５０３万８千円２３億１１１万１千円２０億３６０７万３千円特定目的基金

繰入金
２９１万６千円△２８９万円７７５７万２千円７４６８万２千円ふるさと創生

基金
繰入金
１億７２０５万２千円△１億７１７９万６千円７億８２８９万４千円６億１１０９万８千円公共施設等整

備基金
２０２７万２千円８億７８７１万１千円８億９８９８万３千円みどりの基金

３万５千円１億６１７万７千円１億６２１万２千円自転車等駐車
場整備基金

３２８０万６千円２５２万１千円３５３２万７千円都市計画事業
基金

繰入金
１億４３５９万５千円△１億４３５２万３千円２億７７４７万円１億３３９４万７千円教育振興基金

５万８千円１億７５７６万６千円１億７５８２万４千円郷土美術館建
設基金

繰入金
１５億５１５４万３千円△１４億９７３２万９千円５７億２４３万７千円４２億５１０万８千円合計

※△はマイナスを表します


